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霜月11

≪村ホームページ≫ ≪マ チ イ ロ≫ ≪村公式LINE≫ 　９月２７日（土）泉崎幼稚園で大運動会が開催され
ました。
　子どもたちは練習の成果を十分に発揮し、ご家族の
前で元気な姿を披露しました。

泉崎幼稚園大運動会開催



村税 
12億4,241万2千円（28.6%）

繰入金
1億18万5千円（2.3%）

繰越金
4億412万6千円（9.3%）

使用料・手数料 
4,191万2千円（1.0%）

議会費
6,890万3千円（1.8%）

総務費 
6億6,957万1千円

（17.1%）

民生費 
7億8,836万
4千円

（20.2%）
衛生費 
3億9,968万円（10.2%）

農林水産業費 
2億3,316万2千円（6.0%）

商工費 
8,342万1千円（2.1%）

土木費 
2億5,027万8千円

（6.4%）

消防費 
1億9,143万円

（4.9%）

公債費 
3億8,386万9千円

（9.8%）人件費
8億5,302万8千円（21.8%）

公債費 
3億7,162万
8千円（9.5%）

扶助費 
4億263万円

（10.3%）

普通建設事業費 
2億4,086万円

（6.2%）

物件費
7億1,463万
4千円（18.3%）

繰出金 
2億2,660万
2千円（5.8%）

補助費等 
7億7,699万5千円

（19.9%）

積立金 
2億3,223万6千円（5.9%）

維持補修費 
6,968万1千円（1.8%）

投資及び出資金 
1,091万8千円（0.3%）

貸付金 
300万円（0.1%）

県支出金 
2億7,027万8千円（6.2%）

村債
4,950万2千円（1.1%）

国庫支出金 
4億7,534万2千円（10.9%）

その他（※2）
2億9,442万6千円（6.8%）

24億6,930万9千円
（56.8%）

18億7,831万2千円
（43.2%）

地方交付税 
13億7,976万1千円（31.7%）

義務的経費

39億753万4千円
歳　出

16億2,728万6千円（41.6%）

2億4,618万2千円（6.3%）
20億3,406万6千円

（52.1%）

43億4,762万1千円
歳　入

39億753万4千円
歳　出

教育費 
8億3,353万
4千円

（21.3%）

災害復旧費 
532万2千円

（0.2%）

依存財源
自主財源

（※1）分担金及び負担金、財産収入、寄附金、

諸収入

（※2）地方譲与税、交付金（利子割・配当割・

株式等譲渡所得割・法人事業税・地方

消費税・自動車税環境性能割・地方特

例・交通安全対策特別）

※性質別歳出は、地方財政状況調査に基づき経費の振り分けをしています。

投資的経費
その他の経費

災害復旧事業費 
532万2千円（0.1%）

その他（※1）
8,967万7千円（2.1%）

令和６年度　決算報告
　令和６年度一般会計の歳入は43億4,762万1千円（前年度比3億8,213万5千円、9.6％増）、歳出は39億753万4千
円（前年度比3億4,617万4千円、9.7％増）で繰越明許費繰越額7,556万6千円及び事故繰越し繰越額544万4千円を引
いた実質収支は3億5,907万7千円の黒字となっています。

性質別歳出 目的別歳出

歳入内訳
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歳
　
入

 １人当たり・１世帯当たりの村税の負担と使われたお金
１人当たりの
　　村税の負担額　205,527円
　　使われたお金　646,468円

１世帯当たりの
　　村税の負担額　　509,394円
　　使われたお金　1,602,105円

※�令和７年３月31日現在の住民基本台
帳人口・世帯数で算出

(広報誌の現住人口とは異なります。)
　　　人　口：6,045人
　　　世　帯：2,439世帯

区　　分 歳　　入 歳　　出 差　　引
国民健康保険 6億8,645万9千円 6億3,555万5千円 5,090万4千円
後期高齢者医療 8,378万2千円 7,959万7千円 418万5千円
介護保険 7億6,036万6千円 6億4,596万7千円 1億1,439万9千円

合　　計 15億3,060万7千円 13億6,111万9千円 1億6,948万8千円

 特別会計
　特別会計は、特定の収入で特
定の事業を実施するための会計
です。一般会計と区別すること
で、それぞれの事業の収支や運
営実績を明確にすることができ
ます。村には、国民健康保険や介
護保険など３の特別会計があり
ます。

 企業会計
　企業会計は、地方公共団体が
社会公共の利益を目的に経営す
る地方公営企業の会計です。主
に利用者が支払う料金収入で事
業を行っています。

※収支の不足分は、内部留保資金（減
価償却費など実際にお金の支出がな
い費用計上によって生じた資金）等で
補てんします。

区　　分 収　　入 支　　出 差　　引
収益的 2億651万5千円 1億8,767万5千円 1,884万円
資本的 0円 3,566万7千円 △3,566万7千円

水道事業

区　　分 収　　入 支　　出 差　　引
収益的 2億5,387万7千円 2億2,733万円 2,654万7千円
資本的 0円 6,720万8千円 △6,720万8千円

農業集落排水・汚水処理事業

区　　分 収　　入 支　　出 差　　引
収益的 2,665万7千円 6,179万8千円 △3,514万1千円
資本的 0円 1,160万1千円 △1,160万1千円

住宅用地造成事業

区　　分 収　　入 支　　出 差　　引
収益的 238万円 208万円 30万円
資本的 0円 0円 0円

工業用地造成事業
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歳
　
出

 １人当たりに使われたお金の内訳　※歳出決算額を行政の目的別に分類し､１人当たりの額を算出したものです｡

総務費
110,764円

民生費
130,416円

公債費
63,502円

教育費
137,888円

農林水産業費
38,571円

衛生費
66,178円

土木費
41,403円

消防費
31,668円

災害復旧費
88０円

商工費
13,800円

議会費
11,398円
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令和６年度決算に基づく健全化判断比率等を公表します

指　　標 内　　容 泉崎村 早期健全化基準 財政再生基準
実質赤字比率 一般会計の赤字の割合 赤字なし 15.0％ 20.0％

連結実質赤字比率 一般会計、特別会計、企業会計
すべての会計の赤字の割合 赤字なし 20.0％ 30.0％

実質公債費比率 年間の借金返済額の割合 6.4％ 25.0％ 35.0％

将来負担比率 将来負担が見込まれる負債の割合 比率なし 350.0％

　地方公共団体の借入金の元金及び利子の支払いのための費用である公債費は、特に弾力性に乏しい経費であるこ
とから、その動向に常に注意する必要があります。

9.0

8.5

8.0

7.5

7.0

6.5

6.0

（％）

令和５年度令和３年度平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和４年度

8.68.6

8.38.3

7.77.7

7.2 7.2
7.0

令和６年度

6.4

　健全化判断比率は、自治体の財政状況を判断する基準です。各指標の数値が低い程、財政状況は健全であるといえます。

公営企業の名称 泉崎村 経営健全化基準
水道事業会計（法適用） 資金不足なし 20.0％

工業用地造成事業会計（法適用） 資金不足なし 20.0％

住宅用地造成事業会計（法適用） 資金不足なし 20.0％

農業集落排水・汚水処理事業会計（法適用） 資金不足なし 20.0％

　資金不足比率は、公営企業における事業規模に対する資金の不足額の比率です。

健全化判断比率

資金不足比率

実質公債費比率の推移

※数値は、3か年平均の比率
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貯金
（積立金） 村の貯金は22億5,353万円です。

村民１人当たりに換算すると３７万３千円となります。

　村の貯金に当たる「基金」は、災害発生時等の緊急時の対応や教育・文化の振興、福祉の向上などのために積
み立てて活用しています。
　令和６年度は、財政調整基金で４,９１０万９千円の積立、減債基金で３,０４４万７千円の取り崩し、その他特
定目的基金の国民健康保険診療所建替事業基金で９,０００万円、給食センター建設基金で３,９００万円の積立を
行ったため、他の積立や取り崩しを含めた令和６年度末の基金残高は２２億５,３５２万７千円となっています。

　学校や道路などを建設するには多額の費用が必要なことから借入金を活用しています。これらの施設は長年に
わたり使用するもので、次の世代を含め、使う人みんなで公平に負担してもらうという考えから借り入れをして
います。
　令和６年度末の残高は、一般会計２９億６,８５３万円、病院事業会計５,７９６万９千円、水道事業会計２,
０８２万７千円、農業集落排水・汚水処理事業会計３億６,４７６万７千円となっています。

　借入金
（村債・
　企業債）

村の借入金は34億1,209万円です。
村民１人当たりに換算すると５６万４千円となります。
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（億円） ■ 財政調整基金　　■ 減債基金　　■ その他特定目的基金

19億1,312万円
20億3,576万円

令和４年度 令和５年度平成30年度 令和元年度 令和２年度平成27年度 平成28年度 平成29年度 令和３年度

16億8,040万円
15億8,317万円

14億2,214万円

18億9,155万円

10億4,131万円

17億7,670万円

21億62万円

令和６年度

22億5,353万円

0

40

80
（億円） ■ 一般会計　　■ 病院事業会計　　■ 水道事業会計　　■ 農業集落排水・汚水処理事業会計

34億1,209万円

令和６年度

47億3,968万円

令和元年度 令和２年度平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

61億160万円 63億5,467万円 60億6,694万円
57億2,809万円

53億1,781万円 50億8,504万円
42億5,845万円

37億9,892万円
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令和６年度主な事業（一般会計）

544万5千円
1億3,905万9千円

1億557万円
1,412万4千円

249万6千円
1,084万2千円

消火栓用ホース更新事業
火の見やぐら撤去及びホース乾燥柱設置工事
地域防災計画改訂業務
地域経済応援事業
価格高騰重点支援金事業（均等割世帯支援給付金）
価格高騰重点支援金事業（調整給付）

398万5千円
1,195万7千円

513万7千円
3,223万4千円
1,785万1千円
5,846万8千円

子育て支援・高齢者福祉・社会福祉（民生費7億8,836万4千円）

給食費無償化事業
さつき公園長寿命化整備事業
基礎学力向上推進事業
新入学・新入園児祝品贈呈事業（幼稚園、小中学校）
学校給食センター建設事業

4,627万円
3,611万3千円

390万4千円
303万3千円

1,647万9千円

学校・生涯学習（教育費8億3,353万4千円）

泉崎南東北診療所事業費
各種予防接種事業
老人保健事業（健診など）
母子保健事業（乳幼児健診、妊婦健診など）
新型コロナウイルスワクチン接種対策事業
出産・子育て応援事業

1億1,023万9千円
2,823万1千円
1,705万2千円

968万1千円
396万2千円
373万6千円

健康づくり・環境衛生（衛生費3億9,968万円）

消防・その他（消防費1億9,143万円／総務費6億6,957万1千円／公債費3億8,386万9千円／議会費6,890万3千円）

敬老祝金支給事業
障がい者自立支援事業
児童措置費
住民税非課税世帯（低所得世帯）支援金事業
物価高騰対応生活困窮世帯緊急支援金事業
こども家庭センター事業

道路・農業・商工業（土木費2億5,027万8千円／農林水産業費2億3,316万2千円／商工費8,342万1千円／災害復旧532万2千円）

農業水路等長寿命化・防災減災事業
農地中間管理推進事業
多面的機能支払事業
農業次世代人材投資事業
地域計画策定推進緊急対策事業
新田・矢吹線舗装工事
都市計画マスタープラン策定業務
立地適正化計画策定業務
泉崎駅周辺整備事業

2,359万5千円
3,719万3千円
2,588万6千円

300万円
403万2千円

4,789万1千円
275万円
550万円

4,045万8千円
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泉崎村長選挙　当選証書付与式 問選挙管理委員会　☎５３・２１１１

　任期満了に伴う泉崎村長選挙は、１０月１４日（火）告示され、現

職の箭内憲勝氏の他に立候補の届け出がなく、無投票で２期目の当

選を果たしました。

　１０月２０日（月）泉崎村役場にて、当選証書付与式が行われ、緑

川輝夫選挙管理委員会委員長より、箭内憲勝氏に当選証書が手渡さ

れました。

　箭内憲勝村長の２期目の任期は、令和７年１１月１日から令和１１

年１０月３１日までの４年間となります。

ス タ ッフ 募 集

 ①介護員　② 看護師　③ 介護補助員（パート可）

特別養護老人ホーム ケアハウス泉崎
〒969-0104 西白河郡泉崎村太田川字金山34

☎０２４８－５３－３４５０

〒969-0101 西白河郡泉崎村泉崎字笹立山７-１
☎０２４８－２１－８０８３

地域密着型  特別養護老人ホーム さつきの郷

Farmer’s Market

こころや
こころん工房(予約受付：12月12日まで） 
クリスマススコップケーキ、ほか
引渡日：12月23日(火)・24日(水)
向山製作所(予約受付：12月1日まで）
ホワイトフロマージュ、ブッシュ・ドノエル、ほか
引渡日：12月24日(水)

泉崎村川畑 37-1 TEL 0248-53-5568

クリスマスケーキの
予 約 受 付 中 ！

※詳細は店頭のチラシでご確認下さい。

樹木や生垣等の適切な管理について 問建設水道課　☎５３・２１１４

樹木や生垣等の伐採・剪定をして適切な管理をお願いします。

　車道に樹木や生垣等が張り出していると通行に支障となるだけでなく、《交通障害》を引き起こす場合があり

ます。

　樹木や生垣等が道路にはみ出していることが原因で事故等が発生した場合、所有者の方が《損害賠償責任》を

問われることがあります。（民法第７１７条・道路法第４３条）

　道路での事故防止のためにも、樹木や生垣等の所有者の皆様には伐採・剪定等の適切な管理をしていただくよ

うお願いします。（民法第２３３条）

　左側の樹木は道路に干渉し、歩行

者、車両等の交通を妨げる可能性が

あります。このことが原因で事故が

起きた場合、樹木の所有者の方が責

任を問われる場合があります。

　交通を妨げ、事故の原因をつくら

ないためにも、右側の樹木のように

伐採・剪定等を行うようお願いしま

す。

広報
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いずみざきデジタルチャレンジ 問総務課　☎５３・２１１１

　子どもからおじいちゃん、おばあちゃんまで、幅広い世代を対象として、デジタル技術について学び・体験す

る４つの事業を開催します。

１　小学生プログラミング教室

　小学生の算数を題材に、教育用のビジュアルプログラミング言語であるScratchを活用してプログラミングの基

礎を学ぶ教室です。

　教室は保護者の同伴も可能です。

　※本事業は、ふくしまICT利活用推進協議会の情報リテラシー向上事業を活用して実施

しています。

　●開催日時　令和７年１１月２９日（土）１０時００分～１１時３０分

　●開催場所　泉崎村資料館（泉崎村大字泉崎字館２４－９）

　●参加定員　１５名（先着順）

　●参加対象　�概ね小学５年生～６年生が対象です。（教室では小学５年生程度の算数の

内容を取り扱います。）

　●申込方法　�右記の二次元コードを読み込み、村公式LINEからお申し込みください。

２　はじめてのスマホ教室

　シニア世代の方（概ね６５歳以上の方）を対象にスマートフォン等の基本的な操作方法等を学ぶ教室を開催し

ます。

　※本事業は、福島県のデジタルデバイド解消事業を活用して実施しています。

　●開催日時　令和７年１１月１１日（火）１３時３０分～１５時３０分

　　　　　　　令和７年１２月１８日（木）１３時３０分～１５時３０分

　●開催場所　泉崎村中央公民館（泉崎村大字北平山字高柳８８－１）

　●参加定員　各日１５名（先着順）

　●参加対象　概ね６５歳以上で村内在住の方

　●申込方法　泉崎村役場総務課（☎５３・２４０９）まで電話にてお申し込みください。

３　こどもGovTechワークショップ for ユース

　AIやノーコードツールを活用したITサービスの開発を体験する１Dayワークショップです。

　自治体職員や専門スタッフが基礎からサポートするため、専門的な知識や経験は不要で、初心者の方でも安心

してご参加いただけます。

　●開催日時　令和７年１２月１３日（土）１３時００分～１７時００分

プログラミング教室
申込用二次元コード

広報
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　●開催場所　泉崎村資料館（泉崎村大字泉崎字館２４－９）

　●参加定員　８名（先着順）

　●参加対象　�中学生又は高校生で、キーボードでの文字入力ができ、日本語での説明が

理解できる方

　●申込方法　右記の二次元コードを読み込み、村公式LINEからお申し込みください。

４　デジタルサポーター育成研修

　スマートフォン及びタブレット端末の基本的な操作やアプリに関する知識とそれらの指

導方法を学ぶ研修会を開催します。

　研修修了者は「福島県デジタルサポーター」として認定され、福島県より認定書が交付

されます。

　※本事業は、福島県のデジタルデバイド解消事業を活用して実施しています。

　●開催日時　令和７年１１月２１日（金）１３時３０分～１５時３０分

　　　　　　　令和７年１２月２２日（月）１３時３０分～１５時３０分

　●開催場所　泉崎村中央公民館（泉崎村大字北平山字高柳８８－１）

　●参加定員　各日１０名（先着順）

　●参加対象　村内在住の方（年齢不問）

　●申込方法　右記の二次元コードを読み込み、村公式LINEからお申し込みください。
デジタルサポーター
申込用二次元コード

ワークショップ
申込用二次元コード

　水道管の凍結しやすい時期を迎えました。万が一凍結してしまった場合は、下記の業者へご相談ください。

～冬期の水道管のお手入れ～

・�水抜きハンドルを回して水を止め、蛇口を１か所（風呂場

等がベスト）開け、水道管内の水を完全に抜いておく。

・�風呂のボイラー等に風よけがついていない場合は、周りを

板等で囲っておく。

・�水道管が凍ってしまった場合、該当箇所付近にお湯をかけ

れば直る場合があるので、非常用に水をバケツ等に汲んで

おく。

～建設水道課からのお願い～

　水道の量水器（メーターボックス）の上には物を置かない

ようにし、周りはきれいな状態を保つようお願いします。

（50音順）

《指定給水装置工事事業者リスト》

事業者名 住　　所 電話番号

㈲ ウ ナ ガ ミ 泉崎字寺前61 53－2171

㈱ 兼 千 関和久字瀬知房5 54－1101

木 戸 設 備 関和久字漆久保6 53－3268

草 野 設 備 踏瀬字長峯50 53－2267

さかもとサービス 泉崎字長峯1 53－2075

㈲ ド ル フ ィ ン 踏瀬字長峯79-2 29－8925

冬期の水道利用について 問建設水道課　☎５３・２１１４

泉崎村大字泉崎字十八夜 1
TEL 0248‒53‒2611

https://meiseidenki.co.jp/shirakawa/

泉崎村誘致企業　第一号

クリーンな職場環境
地元就職に最適！

道路の穴ぼこを見つけたら
　下記のような危険な状況の道路を
発見したらご一報ください。
　・穴ぼこや大きな亀裂がある
　・倒木がある　など

連絡先：建設水道課（℡：53-2114）

広報
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国民健康保険資格確認書等の更新について 問住民生活課　☎５３・２１１２

　現在お持ちの「国民健康保険被保険者証（保険証）」、「国民健康保険資格確認書」、「資格情報のお知らせ」は、
令和７年１２月１日で有効期限を迎えます。
　令和７年１２月２日から使用する「資格確認書」又は「資格情報のお知らせ」は、１１月下旬頃に郵送します
のでご確認ください。
◆マイナ保険証をお持ちの方には、「資格情報のお知らせ」が届きます。
　・�マイナンバーカードの健康保険証利用登録がお済みの方に、医療保険の資格情報を確認できるように交付さ

れる書類です。
　・�資格情報のお知らせが届いた方は、マイナ保険証で医療機関等を受診してください。
　・�資格情報のお知らせは機械トラブル等により被保険者情報を読み込めない際に、目視にて確認するものです。

資格情報のお知らせのみでは、受診できません。
◆マイナ保険証をお持ちでない方には、「資格確認書」が届きます。
　・�マイナンバーカードをお持ちでない方、マイナンバーカードの健康保険証利用登録がお済みでない方に交付

されます。
※�有効期限が切れた保険証、資格確認書、資格情報のお知らせは、ご自身で裁断し破棄していただくか、役場住

民生活課へご返却ください。

商標登録　第 6175634 号

福島県内では初めて、農場HACCPとJGAPの

認証取得をした、安全で安心な豚肉となっております。

ご家庭用から贈答品も扱っておりますので、是非ご賞味ください。

注文型の販売　　「肉屋　きのうち」　　営業中です

ご注文の際は、いずれかの方法でご連絡ください

TEL・FAX ： 0248-53-3420　Mail ： info@kinouchifarm.co.jp　LINE ： 090-7938-2181

生産者：株式会社 木野内ファーム

福島県西白河郡泉崎村関和久明地１５

販売所：肉屋 きのうち

福島県西白河郡泉崎村関和久下町６５ｰ１

堆肥のご注文はこちらまでお願いします

生産者：株式会社 木野内ファーム

福島県西白河郡泉崎村関和久明地１５

TEL・FAX ： 0248-53-3420

●豚ぷんは、元肥はもとより土壌改良にも利用できます。

※配送は、天候状況等により判断し、配送致しますので、
　お時間をいただく場合がございます。

●散布機で散布することも可能ですので、お気軽にお問合せ下さい。

家庭菜園から農業まで

　　野菜作りにぜひ堆肥をご利用ください

価　 格（税込み） 泉崎村内・
農場周辺

ダンプ　２ｔ/台 2,200円

3,300円

1,100円

2,200円

計

堆肥代

散布代

散布機
1ｔ/台 内 

訳

　受賞者の皆さん、おめでとうございました。なお、入賞作品のレシピについては順次掲載しますので、ぜひ
ご覧ください。

わが家のアイディア料理コンクール審査会開催
　１０月５日（日）保健福祉総合センターにて、「わが家のアイディア料理コンクール」の審査会が行われました。
　今年度は、１４１作品の応募があり、そのうち書類審査で１０作品にしぼり、審査会となりました。手軽に
作れて箸のすすむような朝の一品料理、地場産品をなるべく多く取り入れて作る
料理について、アイディア、食材、味、見た目、手軽さ、安価の６項目で審査を
行いました。地場産品をたくさん使った料理やアイディアあふれる料理、手軽に
おいしく食べられる料理など、どれも素晴らしい作品でした。
　審査会最後に、泉崎村給食センター栄養士より「毎年、１０作品にしぼるのが
大変。僅差の勝負。味の好みはあるが、接戦だった。家庭でも気軽に作れる作品
となっているので、食卓を囲む機会になったら良いな」と講評をいただきました。
＜入賞作品＞

賞 応募作品 出品者

村長賞 ハトムギでさっぱりふりかけお茶づけ 円谷　湊さん

教育長賞 はと麦茶でカオマンガイ風ごはん 秋　俊成さん、秋　綾さん

夢みなみ農協泉崎支店長賞 誰でもかんたん炊飯器でまるごとトマトのツナピラフ 佐川　さくらさん、佐川　由美さん

商工会長賞 じゃがいも入りチヂミ 小松　晴陽さん、小松　円香さん

審査員特別賞 トマトジャムパイ 斑目　海愛さん、先崎　栄子さん

アイディア賞 レンジだけ超簡単そぼろ煮 大森　悠翔さん

　　〃 おから野菜ナゲット
今井　翔啓さん、今井　凱惺さん、
今井　真美さん

　　〃
暑さに負けるな！豚肉としいたけ、アスパラガ
スの和風ガーリック炒め

木野内　杏菜さん、木野内　拓馬さん、
木野内　靖さん、木野内　桜さん

　　〃 ケバブ丼 水野　結斗さん、水野　瑛仁さん

保健福祉課 ☎５４・１３３５
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申　込　　泉崎村地域包括支援センター

問合せ　　☎５４・１６００（受付時間　９：００～１２：００、１３：００～１６：３０）

Ⅰ.令和７年度　成年後見制度普及推進講演会
　　「最後まで安心できる生活の基礎知識を学ぶ」
　　　　　　　　～成年後見制度はあなたに必要な制度ですか～

【成年後見制度とは？】
　認知症や障がい等で判断能力が不十分な成人を支援する制度です。
　後見人等が財産管理とともに、医療・介護サービス契約などの身上保護を行います。
　日　時　　令和７年１１月２２日（土）１０：００～１１：３０
　場　所　　泉崎村保健福祉総合センター　集団検診室
　対　象　　どなたでもご参加ください。
　内　容　　成年後見制度の基礎知識・利用事例・家族信託など
　講　師　　松本 喜一 氏

Ⅱ.傾聴ボランティア養成講座
　日　時　　①令和７年１２月１日（月）１３：３０～１５：００
　　　　　　②令和７年１２月８日（月）１３：３０～１５：００
　場　所　　泉崎村保健福祉総合センター　集団検診室
　内　容　　傾聴の基本・傾聴スキル・ロールプレイなど
　対　象　　�村民・チームオレンジメンバー・福祉関係者等で、

上記①、②の日時に２回とも参加できる方
　講　師　　三瓶 千香子 氏（桜の聖母短期大学生涯学習センター長）
　傾聴とは、相手の言葉に対して丁寧に耳を “傾け”、相手に共感しながら “聴く” コミュニケー
ション方法です。会話するときの心掛けやコツなど、話の「聴き方」を一緒に学んでみませんか？

泉崎村地域包括支援センターから
　　　　　　　講演会・講座開催のご案内

≪講師プロフィール≫
・棚倉町生まれ

【学歴】
・法政大学 文学部 心理学科卒
・福島大学大学院 行政政策学類修了

【職歴】
・東日本国際大学 健康福祉学部 教授　等々

【現職】
・（一社）福島県社会福祉士会 会長
・日本司法支援センター福島地方事務所（法テラス福島）副会長
・まつもと社会福祉士事務所 所長

広報
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激励金を受け取る海上さん（中央）
と大野さん（右）

鼓笛パレードの様子

海
上
大
奈
さ
ん
、
大
野
煌
輝

さ
ん
全
国
高
等
学
校
ロ
ボ
ッ

ト
競
技
大
会
出
場

　

村
内
在
住
の
海
上
大
奈
さ

ん
、
大
野
煌
輝
さ
ん
は
、
第

32
回
福
島
県
高
等
学
校
ロ

ボ
ッ
ト
競
技
大
会
（
９
月
５

日
㈮
白
河
市
に
て
開
催
）
で

全
国
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲

得
し
、
第
33
回
全
国
高
等
学

校
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
大
会
福
島

大
会
（
10
月
25
日
㈯
・
26
日

㈰
郡
山
市
に
て
開
催
）
に
出

場
し
ま
し
た
。

　

９
月
22
日
㈪
海
上
さ
ん
、

大
野
さ
ん
が
あ
い
さ
つ
の
た

め
に
来
庁
し
、
激
励
金
交
付

式
が
行
わ
れ
、
箭
内
村
長
よ

り
激
励
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

泉
崎
第
二
小
学
校
交
通
安
全

鼓
笛
パ
レ
ー
ド
実
施

　

９
月
18
日
㈭
泉
崎
第
二
小

学
校
鼓
笛
隊
に
よ
る
交
通
安

全
鼓
笛
パ
レ
ー
ド
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

泉
崎
駐
在
所
、
交
通
安
全

協
会
、
交
通
安
全
母
の
会
の

方
々
の
ご
協
力
の
下
、
参
加

し
た
４
、
５
、
６
年
生
の
児
童

は
、
第
二
小
学
校
か
ら
ゴ
ー

ル
の
磯
八
へ
向
か
う
道
を
沿

道
の
保
護
者
や
近
所
の
住
民

の
方
々
の
声
援
を
受
け
な
が

ら
、
力
強
い
演
奏
に
「
交
通

事
故
ゼ
ロ
」
の
思
い
を
乗
せ

て
行
進
し
ま
し
た
。

年長バルーン
「感謝カンゲキ雨嵐」

そば打ち教室の様子

年中親子団体
「モンスターボール転がし」

年長親子団体
「一致団結ぴょんぴょんフープ」

泉
崎
幼
稚
園
大
運
動
会

　

９
月
27
日
㈯
泉
崎
幼
稚
園

に
て
、
令
和
７
年
度
大
運
動

会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
心
を
ひ
と
つ
に
！
力
を
合

わ
せ
て
！
み
ん
な
の
ス
マ
イ

ル
ゲ
ッ
ト
だ
ぜ
‼
」
の
元
気

な
か
け
声
と
入
場
行
進
で
、

運
動
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

年
少
、
年
中
児
は
、
か
け
っ

こ
や
リ
ズ
ム
、
親
子
団
体
競

技
、
年
長
児
は
、
か
け
っ
こ
、

親
子
団
体
、
じ
ゃ
ま
じ
ゃ
ま

玉
入
れ
、
チ
ャ
ン
ス
走
、
バ

ル
ー
ン
を
行
い
、
全
力
で
頑

張
り
ま
し
た
。

　

運
動
会
当
日
ま
で
毎
日
練

習
に
励
み
、
最
後
ま
で
頑

張
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
表
情

か
ら
は
、
や
り
遂
げ
た
満
足

感
と
自
信
が
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。

　

早
朝
よ
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の

方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
保
護
者
の
方
の
心

の
込
も
っ
た
た
く
さ
ん
の
声

援
に
支
え
ら
れ
た
素
晴
ら
し

い
運
動
会
と
な
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
ば
打
ち
教
室
開
催

　

10
月
11
日
㈯
中
央
公
民
館

に
て
、
第
２
回
目
の
そ
ば
打

ち
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
そ
ば
打
ち
教
室
は
、

９
月
20
日
㈯
か
ら
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

受
講
生
は
そ
ば
打
ち
の
未

経
験
者
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で

15
名
で
す
。
講
師
は
本
柳
正

孝
さ
ん
が
会
長
を
務
め
る
泉

崎
蕎
麦
の
会
の
皆
さ
ん
に
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
カ
ン
ト

リ
ー
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
の
レ
ス
ト

ラ
ン
で
出
さ
れ
て
い
る
「
名

人
そ
ば
」
を
手
掛
け
て
い
る

皆
さ
ん
で
す
。

　

泉
崎
村
産
の
そ
ば
粉
を

使
っ
て
お
り
、
11
月
に
は
新

そ
ば
で
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

年
末
の
年
越
し
そ
ば
を
家
族

に
打
っ
て
出
せ
る
よ
う
鍛
錬

し
て
い
ま
す
。
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朝
日
ラ
バ
ー
杯
中
学
生
卓
球

大
会
開
催

　

９
月
13
日
㈯
泉
崎
村
農
業

者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

と
泉
崎
中
学
校
の
２
会
場
で

第
27
回
朝
日
ラ
バ
ー
杯
中
学

生
卓
球
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
大
会
は
泉
崎

村
と
白
河
市
に
工
場
を
持
つ
、

株
式
会
社
朝
日
ラ
バ
ー
と
泉

崎
村
教
育
委
員
会
が
主
催
し

た
も
の
で
、
男
子
12
校
（
13

チ
ー
ム
）
、
女
子
７
校
（
８

チ
ー
ム
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
主
催
者
と

し
て
株
式
会
社
朝
日
ラ
バ
ー

代
表
取
締
役
社
長
の
渡
邉
陽

一
郎
さ
ん
が
あ
い
さ
つ
を
し
、

来
賓
者
代
表
と
し
て
箭
内
村

長
が
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し

た
。
選
手
宣
誓
で
は
、
泉
崎

中
学
校
卓
球
部
の
佐
藤
琉
斗

選
手
が
力
強
く
宣
誓
し
ま
し

た
。

　

各
リ
ー
グ
戦
、
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
及
び
下
位
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
男
子
団

体
は
白
河
市
立
表
郷
中
学
校
、

女
子
団
体
は
白
河
市
立
白
河

第
二
中
学
校
が
優
勝
し
ま
し

た
。

さ
つ
き
温
泉
杯
パ
ー
ク
・
ゴ

ル
フ
大
会

　

９
月
17
日
㈬
泉
崎
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
に
て
、
第
９
回
さ

つ
き
温
泉
杯
パ
ー
ク
・
ゴ
ル

フ
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
パ
ー
ク
・
ゴ
ル

フ
愛
好
者
130
名
が
参
加
し
、

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
個
人
の
部
（
男
子
）】

優　

勝　

佐
藤　

秀
一

準
優
勝　

新
藤　

健
次

第
３
位　

金
澤　

睦
男

【
個
人
の
部
（
女
子
）】

優　

勝　

有
賀　

初
子

準
優
勝　

橋
本　

英
子

第
３
位　

佐
藤　

ア
キ
子

成
人
学
級
「
秋
の
遠
足
」

　

９
月
26
日
㈮
中
央
公
民
館

主
催
事
業
の
成
人
学
級
「
秋

の
遠
足
」
が
開
催
さ
れ
、
宮

城
県
に
あ
る
金
蛇
水
神
社
と

松
島
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
遠
足
に
は
学
級
生

33
名
が
参
加
し
、
巳
年
で
あ

る
今
年
、
大
変
人
気
の
あ
る

金
蛇
水
神
社
へ
の
お
参
り
と

松
島
散
策
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

金
蛇
水
神
社
で
は
、
金
運

に
ご
利
益
の
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
る
蛇
の
柄
の
石
を
撫
で

た
り
、
銭
洗
い
を
し
て
み
た

り
し
ま
し
た
。
ま
た
、
巳
年

限
定
の
お
守
り
を
授
か
り
、

た
く
さ
ん
の
ご
利
益
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

松
島
で
は
日
本
三
景
を
楽

し
み
な
が
ら
散
策
し
、
ゆ
っ

く
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

帰
り
の
バ
ス
で
は
ビ
ン
ゴ

大
会
で
盛
り
上
が
り
、
学
級

生
同
士
の
親
睦
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
た
楽
し
い
遠
足
と

な
り
ま
し
た
。

女子の部で優勝した
白河第二中学校の皆さん泉崎クラブの皆さん

金蛇水神社を訪れた
参加者の皆さん

優勝した佐藤さん（左）と
有賀さん（右）

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
男
子
】

優　

勝　

�

白
河
市
立
表
郷
中

学
校

準
優
勝　

塙
町
立
塙
中
学
校

第
３
位　

�

浅
川
町
立
浅
川
中

学
校

　
　
　
　

�

古
殿
町
立
古
殿
中

学
校

【
女
子
】

優　

勝　

�

白
河
市
立
白
河
第

二
中
学
校

準
優
勝　

�

古
殿
町
立
古
殿
中

学
校

第
３
位　

�

鮫
川
村
立
鮫
川
中

学
校

　
　
　
　

�

浅
川
町
立
浅
川
中

学
校

男子の部で優勝した
表郷中学校の皆さん

ナ
ガ
セ
ケ
ン
コ
ー
旗
争
奪
白

河
・
西
白
河
壮
年
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

　

９
月
28
日
㈰
白
河
市
東
風

の
台
運
動
公
園
多
目
的
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
て
、
白
河
・
西
白

河
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
主
催

の
ナ
ガ
セ
ケ
ン
コ
ー
旗
争
奪

第
30
回
白
河
・
西
白
河
壮
年

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

が
行
わ
れ
、
本
村
か
ら
は
泉

崎
ク
ラ
ブ
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
で
昨
年
同
様
ヤ
ン

キ
ー
ズ
（
矢
吹
町
）
と
対
戦

し
、
４
対
９
で
敗
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
準
優
勝
の
成

績
を
治
め
ま
し
た
。
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工夫を凝らして
素敵な作品が完成

出来上がった飾りと一緒に

泉
崎
村
放
課
後
子
ど
も
教
室

　
「
ア
ー
ト
工
作
（
公
民
館
の

飾
り
作
り
）」

　

９
月
13
日
㈯
中
央
公
民
館

に
て
、
放
課
後
子
ど
も
教
室

「
ア
ー
ト
工
作
（
公
民
館
を

彩
る
ぶ
ど
う
の
つ
る
し
飾
り

作
り
）
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
に
開
催
さ
れ
た
村
民

文
化
祭
の
た
め
に
、
会
場
と

な
る
中
央
公
民
館
を
彩
る
飾

り
を
、
子
ど
も
た
ち
が
想
い

を
込
め
て
作
り
ま
し
た
。

　

「
ぶ
ど
う
の
つ
る
し
飾
り
」

は
、
現
在
も
中
央
公
民
館
に

飾
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

子
ど
も
教
室
で
は
、
今
後

も
子
ど
も
た
ち
が
地
域
に
貢

献
で
き
る
よ
う
な
活
動
を
実

施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

泉
崎
村
学
校
保
健
委
員
会
全

体
会
開
催

　

９
月
17
日
㈬
泉
崎
中
学
校

に
て
、
令
和
７
年
度
泉
崎
村

学
校
保
健
委
員
会
全
体
会
が

開
催
さ
れ
、
学
校
医
、
泉
崎

村
保
健
師
、
保
護
者
、
各
学

校
関
係
者
、
教
育
委
員
会
関

係
者
、
約
65
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

今
年
度
の
テ
ー
マ
で
あ
る

「
泉
崎
っ
子
の
健
全
な
発
達

を
め
ざ
し
て
～
子
ど
も
た
ち

の
自
己
肯
定
感
を
育
む
関
わ

り
を
通
し
て
～
」
に
沿
っ
て
、

ま
ず
、
定
期
健
康
診
断
の
結

果
報
告
を
行
い
、
各
学
校
医

よ
り
専
門
的
な
視
点
か
ら
指

導
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

次
に
、
学
校
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
小
河
原
先

生
に
、
「
特
別
支
援
か
ら
の

ア
プ
ロ
ー
チ
」
を
テ
ー
マ
と

し
、
日
頃
か
ら
子
ど
も
た
ち

学校保健委員会の様子

クラフトバンドでかご作り

交通安全を呼びかける様子

と
関
わ
る
中
で
の
大
切
な
３

つ
の
視
点
、
「
良
い
と
こ
ろ

を
見
つ
め
さ
ら
に
伸
ば
す
教

育
」、
「
障
が
い
特
性
に
応
じ

た
支
援
を
行
う
」、
「
過
不
足

の
な
い
支
援
を
行
う
」
に
つ

い
て
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

こ
の
３
つ
の
視
点
は
、
日

常
関
わ
る
す
べ
て
の
子
ど
も

た
ち
に
共
通
す
る
も
の
で
あ

り
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
に

寄
り
添
っ
た
支
援
の
大
切
さ

を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
も
の
で

し
た
。

　

今
後
も
、
学
校
医
、
学
校
、

行
政
、
保
護
者
が
一
体
と

な
っ
て
、
園
児
・
児
童
生
徒

の
健
や
か
な
発
達
を
目
指
し
、

協
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
当
日
は
、
お
忙

し
い
中
ご
出
席
い
た
だ
い
た

関
係
各
位
の
方
々
に
心
よ
り

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ハ
ン
ド
ク
ラ
フ
ト
教
室
開
講

　

９
月
13
日
㈯
中
央
公
民
館

主
催
事
業
の
ハ
ン
ド
ク
ラ
フ

ト
教
室
が
開
講
し
ま
し
た
。

　

ハ
ン
ド
ク
ラ
フ
ト
教
室
は

９
月
か
ら
12
月
ま
で
の
毎
月

第
２
土
曜
日
に
井
上
由
加
理

先
生
を
お
迎
え
し
て
開
催
し

ま
す
。

　

前
半
の
２
回
の
授
業
で
は

ク
ラ
フ
ト
バ
ン
ド
を
使
っ
た

平
た
い
か
ご
作
り
を
教
わ
り
、

後
半
の
２
回
で
、
編
み
物
を

教
わ
る
予
定
で
す
。

　

初
回
は
、
編
み
慣
れ
な
い

ク
ラ
フ
ト
バ
ン
ド
に
苦
戦
す

る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、

教
室
生
同
士
で
教
え
あ
う
な

ど
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
い

教
室
と
な
り
ま
し
た
。

交
通
安
全
テ
ン
ト
村
実
施

　

９
月
24
日
㈬
ツ
ル
ハ
ド

ラ
ッ
グ
泉
崎
店
前
交
差
点
に

て
、
泉
崎
村
交
通
安
全
対
策

協
議
会
の
皆
さ
ん
が
、
「
秋

の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
に

伴
う
テ
ン
ト
村
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
泉
崎
駐
在
所
の

波
田
野
巡
査
部
長
の
指
導
の

下
、
信
号
待
ち
や
買
い
物
帰

り
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
交
通
安

全
啓
発
グ
ッ
ズ
を
配
布
し
、

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。

　

泉
崎
村
は
本
年
８
月
10
日

を
も
っ
て
、
交
通
死
亡
事
故

ゼ
ロ
10
年
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
交
通
死
亡
事
故
ゼ

ロ
が
継
続
さ
れ
、
４
０
０
０

日
、
５
０
０
０
日
と
な
る
よ

う
、
村
民
の
皆
さ
ん
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
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泉
崎
村
郵
便
局
長
杯
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

　

９
月
25
日
㈭
八
雲
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
て
、
泉
崎
村
郵
便
局

長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
熱
戦

を
繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
個
人
の
部
（
男
子
）
】

優　

勝　

宮
本　

勇

準
優
勝　

宮
川　

安
弘

第
３
位　

小
津　

信
二

Ｂ
Ｂ
賞　

武
藤　

英
雄

【
個
人
の
部
（
女
子
）
】

優　

勝　

緑
河　

ミ
ヨ
子

準
優
勝　

小
林　

信
子

第
３
位　

三
本
木　

和
美

Ｂ
Ｂ
賞　

高
田　

い
久
子

映
画
「
オ
レ
ン
ジ
・
ラ
ン
プ
」

上
映
会

　

９
月
28
日
㈰
中
央
公
民
館

に
て
、
泉
崎
村
認
知
症
普
及

啓
発
事
業
と
し
て
映
画
「
オ

レ
ン
ジ
・
ラ
ン
プ
」
が
上
映

さ
れ
、
90
名
以
上
の
方
が
来

場
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
作
は
30
代
で
若
年
性
認

知
症
と
診
断
さ
れ
た
丹
野
智

文
さ
ん
の
半
生
を
基
に
制
作

さ
れ
て
お
り
、
認
知
症
の
診

断
と
そ
の
症
状
に
１
度
は
絶

望
し
な
が
ら
も
、
他
の
認
知

症
の
方
と
の
関
わ
り
を
き
っ

か
け
に
、
自
身
の
心
境
の
変

化
や
家
族
・
周
囲
か
ら
の
支

え
を
通
じ
て
認
知
症
を
受
け

入
れ
、
前
向
き
に
生
き
て
い

く
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

物
語
や
登
場
人
物
た
ち
の
心

情
に
、
多
く
の
来
場
者
が
涙

を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

　

上
映
会
で
は
、
本
作
の
モ

デ
ル
で
あ
る
丹
野
智
文
さ
ん

か
ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
流
れ
る
サ
プ
ラ
イ
ズ
も
あ

り
ま
し
た
。

　

村
で
は
、
今
後
も
認
知
症

に
関
す
る
普
及
啓
発
事
業
を

続
け
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
泉
崎
村
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

認
知
症
の
症
状
や
認
知
症
の

方
へ
の
接
し
方
に
つ
い
て
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
「
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を

開
催
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

泉
崎
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
５
４
・
１
６
０
０
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

泉
崎
村
男
女
ペ
ア
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
大
会
開
催

　

８
月
20
日
㈬
泉
崎
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
に
て
、
第
11
回
男

女
ペ
ア
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

泉崎村郵便局長のあいさつ

上映会の様子

優勝賞品贈呈

公式SNSこちらもチェック！

泉崎カントリーヴィレッジ泉崎さつき温泉
SPA&SPORTS PUBLC HOTEL Izumizaki Country Village

e-mail：spa@izumizaki-cv.com　☎５３－４２１１

Izumizaki-Country　Village Winter Party Plan 2025 11.1～2.28

忘・新年会 ご予約承ります。
個室宴会プラン/一人

料理代 室料込み 5,500円～ 宴会プラン/一人
料理・飲み放題２H付き 6,500円～

用途に合わせて ご提案いたします。お気軽にお問合せ下さい。

～～個室で少人数のお食事会から レストラン貸切 100 名立食パーティーまで 多種多様な宴会プランをご提案いたします～～

　

大
会
に
は
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

愛
好
者
168
名
が
参
加
し
、
豪

華
な
賞
品
を
目
指
し
て
プ

レ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
夫
婦
の
部
】

優　

勝　

佐
川　

大
助

　
　
　
　

佐
川　

房
子

準
優
勝　

大
浦　

泰
夫

　
　
　
　

大
浦　

り
え
子

第
３
位　

佐
藤　

利
廣

　
　
　
　

佐
藤　

栄
子

【
フ
レ
ン
ド
の
部
】

優　

勝　

高
玉　

信
也

　
　
　
　

梅
次　

ヤ
エ
子

準
優
勝　

佐
藤　

圭
一

　
　
　
　

黒
木　

春
美

第
３
位　

菊
地　

一
吉

　
　
　
　

有
賀　

初
子
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※眼科は予約制となっております。(事前に電話又は窓口にてご予約ください)
※�8月より当面の間、土曜午前、心臓血管外科の担当は堀田先生になりま

すが、11/1(土)のみ植野先生が担当となります。
※11/5(水)午前、11/15(土)午前の心臓血管外科は休診になります。
※11/20(木)午後の整形外科は休診となります。

◆
冬
は
特
に
注
意
。
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
食
中
毒
と
は
？

　

例
年
11
月
ご
ろ
か
ら
冬
場
に

か
け
て
「
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
」
を

代
表
と
す
る
ウ
イ
ル
ス
性
食
中

毒
が
増
加
し
ま
す
。
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
は
食
中
毒
の
主
要
な
病
因

物
質
の
１
つ
で
あ
り
、
感
染
す

る
と
体
内
で
増
殖
し
、
約
24
～

48
時
間
後
に
強
い
吐
き
気
や
嘔

吐
、
下
痢
、
腹
痛
、
37
～
38
℃

の
発
熱
な
ど
の
症
状
を
引
き
起

こ
し
ま
す
。
通
常
は
１
～
２
日

で
治
り
ま
す
が
、
乳
幼
児
や
高

齢
者
、
抵
抗
力
が
弱
い
方
な
ど

は
長
引
く
ケ
ー
ス
が
あ
る
の
で

注
意
が
必
要
で
す
。

【
な
ぜ
冬
に
多
い
の
？
】

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
低
温
・

乾
燥
し
た
環
境
に
強
い
た
め
、

特
に
冬
場
に
流
行
し
ま
す
。
食

品
を
介
し
て
ウ
イ
ル
ス
が
体
内

に
入
り
発
症
す
る
こ
と
を
食
中

毒
と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
ノ
ロ

ウ
イ
ル
ス
は
感
染
症
の
病
因
で

も
あ
り
、
人
か
ら
人
へ
感
染
し

ま
す
。
主
な
感
染
経
路
は
次
の

４
つ
で
す
。

・�

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
汚
染
さ
れ

た
食
品
を
加
熱
不
十
分
で
食

べ
た
場
合
に
起
き
る
「
経
口

感
染
」

・�

感
染
者
の
便
や
嘔
吐
物
に
直

接
触
れ
る
こ
と
で
感
染
す
る

「
接
触
感
染
」

・�

感
染
者
の
吐
し
ゃ
物
等
か
ら

飛
沫
に
よ
り
感
染
す
る
「
飛

沫
感
染
」

・�

ウ
イ
ル
ス
を
含
ん
だ
塵
や
埃

を
吸
い
込
ん
で
感
染
す
る

「
空
気
感
染
」

【
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
を
防

ぐ
に
は
】

・「
持
ち
込
ま
な
い
」

　

ほ
と
ん
ど
の
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

食
中
毒
は
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
し
た
調
理
者
が
汚
染
源
と

な
っ
て
発
生
し
て
い
ま
す
。
普

段
か
ら
手
洗
い
や
健
康
管
理
を

心
掛
け
、
ウ
イ
ル
ス
を
調
理
場

に
持
ち
込
ま
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

・「
つ
け
な
い
」

　

食
品
に
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
を
つ

け
な
い
よ
う
に
、
ト
イ
レ
後
や

調
理
前
、
盛
り
付
け
前
な
ど
適

切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
流
水
と
石

鹸
液
を
使
っ
て
こ
ま
め
に
手
を

洗
い
ま
し
ょ
う
。

・「
や
っ
つ
け
る
」

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
汚
染
さ
れ

た
食
品
や
生
水
な
ど
を
十
分
な

加
熱
を
せ
ず
に
食
べ
る
こ
と
で

食
中
毒
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
を
死
滅
さ

せ
る
た
め
に
は
、
食
品
の
中
心

部
が
85
～
90
℃
で
90
秒
以
上
の

加
熱
が
必
要
で
す
。

・「
拡
げ
な
い
」

　

万
が
一
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
ト

イ
レ
の
消
毒
や
吐
し
ゃ
物
等
の

適
切
な
処
理
を
徹
底
し
、
他
の

人
が
感
染
し
た
り
、
汚
染
が
拡

【お願い】発熱症状（37℃以上）、風邪症状（せき、のどの痛みなど）がある方の診療受付は、施設内に入らず、お電話ください。

問泉崎南東北診療所　☎0248-53-2415診療所外来11月担当医

月 火 水 木 金 土 日／祝祭日

午　前
受付時間
8：30

～

11：30

小林利男
整形外科・内科

小林利男
整形外科・内科

内藤　梓
消化器内科・外科

小林利男
整形外科・内科

内藤　梓
消化器内科・外科

小林利男
整形外科・内科
11/1.15診療

休
　　　　　　診

内藤　梓
消化器内科・外科

堀田明敬
心臓血管外科

11/12.19.26診療

内藤　梓
消化器内科・外科

南東北眼科クリニック医師
眼科(予約制）

内藤　梓
消化器内科・外科
11/8.22.29診療

八木正樹
小児科

11/6.13診療

総合南東北病院医師
心臓血管外科

11/1.8.22.29診療

午　後
受付時間
13：30

～

16：00
（水曜日は
14：30）

北原正樹
内科・形成・皮膚

小林利男
整形外科・内科

内藤　梓
消化器内科・外科

小林利男
整形外科・内科
11/6.13.27診療

内藤　梓
消化器内科・外科

小林利男
整形外科・内科
11/1診療

緑川博文
心臓血管外科
11/10診療

内藤　梓
消化器内科・外科

内藤　梓
消化器内科・外科

内藤　梓
消化器内科・外科
11/8.22.29診療

堀田明敬
心臓血管外科
11/17診療

八木正樹
小児科

11/6.13診療

小鹿山博之
内科・脳外科
11/15診療

水曜  14：30
受付終了

が
っ
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
は
症
状
が
無
く
な
っ
て
も

し
ば
ら
く
の
間
、
便
か
ら
排
出

さ
れ
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
消

毒
や
手
洗
い
な
ど
の
対
策
を
徹

底
し
ま
し
ょ
う
。

参
考
文
献

：

ひ
ろ
し
ま
ラ
ボ
よ

り
一
部
抜
粋

『
地
域
の
皆
様
へ
』

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、
次
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
診
療
所
】

○�

診
察
を
受
け
る
方
及
び
付
添

い
の
方
全
員
の
マ
ス
ク
着
用
、

手
の
消
毒
、
検
温
を
お
願
い

し
て
お
り
ま
す
。

○�

診
療
所
内
の
消
毒
と
換
気
を

毎
日
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

【
老
健
施
設
】

○�

原
則
と
し
て
、
感
染
対
策
の

為
入
所
者
の
外
泊
は
禁
止
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
面
会
は

予
約
制
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

○�

通
所
リ
ハ
ビ
リ
利
用
者
に
毎

日
の
体
調
確
認
と
検
温
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

○�

施
設
内
及
び
送
迎
車
両
の
消

毒
と
換
気
を
毎
日
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

緑川 Dr【心臓血管外科】
（１４：００～の診察となります）

※�都合により診療時間や医師の変更がある場合がありますので、詳
しい診療案内等は当診療所へお電話にてお問い合わせください。

　(☎0248-53-2415）
※�日曜・祝祭日・年末年始の休日の当番医はしらかわ情報センター

(☎0248-23-9909）で確認いただけます。
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保健福祉課 ☎５４・１３３５

≪インフルエンザ・新型コロナを予防する有効な方法≫

　①流行前のワクチン接種

　　�インフルエンザワクチン・新型コロナワクチンを打つことで、発病の可能性を減らすことや重症

化を予防することが期待できます。

　②正しい手洗い

　　ウイルスの体内侵入を防ぐため、帰宅時や調理の前後、食事前などこまめに手を洗いましょう。

　③感染を広げないための“咳エチケット”

　　くしゃみや咳がでるときは、マスクの着用や口と鼻をティッシュ等で覆うようにしましょう。

　④部屋の適切な湿度、こまめな換気

　　のどの乾燥を防ぐために、適切な湿度（５０％から６０％）を保つことも効果的です。

　⑤十分な休養とバランスのとれた栄養

　　体の抵抗力を高めるために、十分な休養とバランスのとれた栄養摂取を日頃から心がけましょう。

　⑥無用に人混みに入らない

　　�インフルエンザが流行してきたら、特に高齢者や持病のある人、体調の悪い人は、人混みへの外出を控えま

しょう。

　インフルエンザは「インフルエンザウイルス」に感染して起きます。３８℃以上の発熱、頭痛や関節・筋肉

痛など全身の症状が急に現れ、高齢の方や慢性疾患を持つ方は肺炎を伴うなど重症化することがあります。イ

ンフルエンザや新型コロナにかからないよう、感染予防を心がけ、体調を整えるようにしましょう。

インフルエンザ・新型コロナに注意しましょう

≪６５歳以上の方へ≫

　６５歳以上の方のインフルエンザワクチン接種と新型コロナワクチン接種を実施しています。

◆実 施 期 間　　令和７年１０月１日（水）～令和８年１月３１日（土）

　　　　　　　　　※新型コロナワクチン接種期間は、令和７年１０月１日（水）～令和８年２月２８日（土）

◆対 　 象 　 者　　６５歳以上の方（接種日に６５歳になっていること）

◆自 己 負 担 金　　インフルエンザワクチン：１，５００円（生活保護世帯の方は無料）

　　　　　　　　　新型コロナワクチン：４，６００円（生活保護世帯の方は無料）

◆接 種 場 所　　指定医療機関（電話又は窓口で予約後に接種をしてください。）

◆持参するもの　　健康保険証又は後期高齢者医療資格確認証

　※詳細は、１０月に配布したチラシをご覧ください。

≪小児・妊婦の方へ≫

　生後６か月から中学生までのお子さん及び妊婦を対象に、インフルエンザ予防接種費用を一部助成します。接

種を希望する方はご利用ください。

＜助成方法＞指定医療機関で助成額（２，５００円）を引いた額を支払います。

＜注意事項＞指定医療機関以外で受ける場合は、事前に申請が必要です。

　　　　　　必ず接種する前に保健福祉課（☎５４・１３３５）までご連絡ください。

◆実 施 期 間　　令和７年１０月１日（水）～令和８年１月３１日（土）

◆対 　 象 　 者　　「泉崎村に住所のある」生後６か月から中学生までのお子さん及び妊婦

◆助 　 成 　 金　　２，５００円（費用の一部助成となりますので、差額は自己負担となります。）

◆助 成 回 数　　１回（原則１回目接種）

◆実施医療機関　　１０月に配布したチラシをご確認ください

◆持参するもの　　母子健康手帳・健康保険証（予診票は実施医療機関にあります。）

　　　　　　　　　※小児で保護者以外が付き添う場合は委任状

　※詳細は、１０月に配布したチラシをご覧ください。

令和７年度予防接種のお知らせ

広報
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　９月２４日（水）に第二小学校２年生１６名、翌２５日（木）
には第一小学校２年生２９名が図書館見学に来ました。子ど
もたちは事前にまとめてきた質問をした後に、図書館の使い
方やミニおはなし会を楽しみました。
　第二小学校の子どもたちは、１人１冊好きな本を借りてい
きました。読書通帳にも記帳して満足そうでした。
　第一小学校の子どもたちは館内を見て気になった本を学習
スペースで読んでいました。「今度借りに来るね」などの感
想が聞かれました。
　これを機に図書館をもっと利用
してくださいね。

　図書館では読書週間にあわせて「この本、読んでみません
か？」を展示しています。「ちびっこ」「小学１・２年生」「小
学３・４年生」「小学５・６年生」「中学生」となっています。
読んだ本からのクイズもあるので挑戦してみてね。
　貸出中の時は予約もできます。

　  泉崎図書館
☎５３・４７７９

図書館よりお知らせ

●図書館利用案内●
開館時間　10：00 ～ 18：00
貸出期間　2 週間　貸出冊数　1 人 5 冊
休 館 日　月曜日（祝日は開館し、翌火曜日が休館）
　　　　　毎月最終金曜日（図書整理日）

　　 泉崎図書館蔵書検索

休…休館日 　　…おはなし会 　　…映画会
★…イベント 　◆…図書整理休館日

日 月 火 水 木 金 土
１
★

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
休

９ 10 11 12 13 14 15
休

16 17 18 19 20 21 22
休

23 24 25 26 27 28 29
休 ◆

30

11月図書館カレンダー

第二小学校

第一小学校

広報
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相
　
　
談

心
の
相
談
会

　

心
理
士
に
よ
る
心
の
相
談
会

を
実
施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

心
の
悩
み
で
お
悩
み
の
方
、

又
は
そ
の
家
族
の
方
は
こ
の
機

会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
事
前
の
予
約
が
必
要

で
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

応
相
談

◆
会
場　

泉
崎
村
保
健
福
祉

�

総
合
セ
ン
タ
ー

㉄
保
健
福
祉
課

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
３
３
５

心
配
ご
と
相
談
所

　

泉
崎
村
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
心
配
な
こ
と
が
あ
っ
て
困
っ

て
い
る
方
の
た
め
に
、
心
配
ご

と
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

11
月
２
日
㈰

　
　
　
　

10

：

00
～
12

：

00

◆
会
場　

泉
崎
村
保
健
福
祉

�

総
合
セ
ン
タ
ー

◆
相
談
員　

村
民
生
委
員

　

松
川
公
子
・
草
野
拓

㉄
泉
崎
村
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
５
５
５

行
政
相
談
所

　

総
務
省
で
は
、
泉
崎
村
を
担

当
す
る
行
政
相
談
委
員
と
し
て
、

次
の
方
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

◆
氏
名

　

中
目　

正
紀　

氏

◆
住
所

　

泉
崎
字
八
斗
蒔
65
番
地

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
３
７
３
１

　

行
政
相
談
委
員
は
、
相
談
所

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

11
月
２
日
㈰

　
　
　
　

10

：

00
～
12

：

00

◆
会
場　

泉
崎
村
保
健
福
祉

�

総
合
セ
ン
タ
ー

※
行
政
相
談
委
員
は
電
話
や
手

紙
な
ど
で
も
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。

無
料
調
停
手
続
き
相

談
会

　

離
婚
、
相
続
、
土
地
・
建
物
、

金
銭
等
を
め
ぐ
る
問
題
な
ど
の

手
続
き
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

予
約
は
不
要
で
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

◆
日
時　

11
月
14
日
㈮

　
　
　
　

13

：

00
～
16

：

00

◆
会
場　

白
河
市
中
央
公
民
館

�

（
天
神
町
）

㉄
白
河
調
停
協
会

☎
０
２
４
８
・
２
２
・
５
５
５
５

※
福
島
地
方
・
家
庭
裁
判
所
白

河
支
部
庶
務
課
に
通
じ
ま
す
。

白
河
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

令
和
７
年
分
の
年
末
調
整
に

つ
い
て
は
所
得
税
の
基
礎
控
除

の
見
直
し
等
を
踏
ま
え
た
年
末

調
整
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

税
務
署
で
は
、
令
和
７
年
11

月
17
日
㈪
か
ら
11
月
28
日
㈮
の

期
間
に
、
給
与
の
支
払
い
の
あ

る
事
業
者
を
対
象
に
年
末
調
整

に
お
け
る
所
得
税
の
基
礎
控
除

の
見
直
し
等
に
関
す
る
個
別
相

談
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
相
談
は
面
接
時
間
を

十
分
に
確
保
す
る
ほ
か
、
ご
持

参
い
た
だ
く
書
類
等
を
お
伝
え

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

電
話
で
事
前
に
相
談
日
時
等
を

ご
予
約
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

㉄
白
河
税
務
署
法
人
課
税
部
門

☎
０
２
４
８
・
２
２
・
７
１
１
１

�

（
内
線
53
）

介
護
職
ミ
ニ
面
接
相

談
会

　

介
護
の
事
業
所
を
４
社
招
い

て
、
直
接
担
当
者
と
相
談
や
面

接
が
で
き
る
「
介
護
職
ミ
ニ
面

接
相
談
会
」
を
開
催
い
た
し
ま

す
。

　

仕
事
の
内
容
や
や
り
が
い
等

に
つ
い
て
、
事
業
所
よ
り
説
明

し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
介

護
職
に
興
味
が
あ
る
方
は
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
事
前
の
予
約
が
必
要

で
す
。

◆
日
時　

11
月
13
日
㈭

　
　
　
　

13

：

30
～
15

：

30

◆
場
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
白
河

�

地
下
会
議
室

㉄
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
白
河
職
業
相

福 島 工 場／福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字坊頭窪１番地
　　　　　　　☎0248-53-3491・FAX0248-53-3493
第二福島工場／福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字山崎山１番地３
　　　　　　　☎0248-54-1618・FAX0248-54-1619
白 河 工 場／福島県白河市萱根月ノ入１番地21
　　　　　　　☎0248-21-1401・FAX0248-21-1404
白河第二工場／福島県白河市萱根月ノ入１番地21
　　　　　　　☎0248-28-5061・FAX0248-28-5064
本　　　　社／埼玉県さいたま市大宮区土手町２丁目７番２
　　　　　　　☎048-650-6051・FAX048-650-5201
https://www.asahi-rubber.co.jp/ISO9001、ISO14001、ISO13485、IATF16949取得
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談
部
門

☎
０
２
４
８
・
２
４
・
１
２
５
６

案
　
　
内

泉
崎
村
お
仕
事
検
索

サ
イ
ト

　

泉
崎
村
で
働
き
た
い
方
、
泉

崎
村
で
働
き
手
を
探
し
た
い
方

の
た
め
に
情
報
を
集
約
し
た
泉

崎
村
お
仕
事
検
索
サ
イ
ト
「
Ｈ

Ｅ
Ｌ
Ｌ
Ｏ 

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
＠
泉
崎

村
」
で
は
、
毎
月
、
泉
崎
村
の

最
新
求
人
情
報
を
お
伝
え
し
ま

す
。

㉄
厚
生
労
働
省
福
島
労
働
局

（
福
島
市
花
園
町
５

－
46　

福

島
第
二
地
方
合
同
庁
舎
３
・
４

階
）

個
人
事
業
税
の
納
期

の
お
知
ら
せ

　

個
人
事
業
税
は
、
個
人
で
事

業
を
行
っ
て
い
る
方
に
課
税
さ

れ
る
県
の
税
金
で
す
。

　

今
年
度
の
第
２
期
分
の
納
期

限
が
12
月
１
日
㈪
と
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
送
付
さ
れ
た
納

付
書
に
よ
り
、
忘
れ
ず
に
納
期

限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
を
利
用
さ

れ
て
い
る
方
は
、
納
期
限
ま
で

に
預
金
残
高
の
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。

㉄
福
島
県
県
南
地
方
振
興
局
県

税
部
課
税
課
課
税
第
１
チ
ー
ム

☎
０
２
４
８
・
２
３
・
１
５
１
７

タ
ン
ク
か
ら
の
油
流

出
事
故
に
注
意
‼

　

冬
季
に
な
る
と
、
家
庭
の

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
灯
油
が
漏

れ
出
し
、
河
川
な
ど
に
流
出
す

る
事
故
が
多
発
し
ま
す
。
原
因

は
、
う
っ
か
り
ミ
ス
や
設
備
の

老
朽
化
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

給
油
す
る
と
き
は
目
を
離
さ

ず
、
バ
ル
ブ
を
開
け
た
場
合
は

バ
ル
ブ
の
閉
め
忘
れ
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
タ
ン
ク
や

配
管
な
ど
の
定
期
点
検
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

　

被
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め
、

事
故
を
発
見
し
た
ら
す
ぐ
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

㉄
住
民
生
活
課

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
１
１
２

㉄
矢
吹
消
防
署
泉
崎
中
島
分
署

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
９
７
８

㉄
阿
武
隈
川
水
系
水
質
汚
濁
対

策
連
絡
協
議
会
上
流
支
局
（
福

島
河
川
国
道
事
務
所
）

☎
０
２
４
・
５
３
９
・
６
１
２
９

毎
年
12
月
１
日
は
世

界
エ
イ
ズ
デ
ー
で
す

　

エ
イ
ズ
と
は
、
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）
感
染

に
よ
っ
て
生
じ
、
重
篤
な
全
身

性
免
疫
不
全
に
よ
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
感
染
症
や
悪
性
腫
瘍
等
の

重
い
病
気
を
引
き
起
こ
す
状
態

を
い
い
ま
す
。
病
気
が
進
行
す

る
と
死
亡
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
て
も
す
ぐ

に
エ
イ
ズ
を
発
症
す
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
覚
症
状
の

な
い
時
期
が
数
年
間
続
き
ま
す
。

（
感
染
力
は
あ
り
ま
す
。
）
Ｈ
Ｉ

Ｖ
検
査
（
エ
イ
ズ
検
査
）
を
受

け
な
け
れ
ば
感
染
し
た
か
ど
う

か
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

保
健
所
で
は
、
エ
イ
ズ
と
梅

毒
の
相
談
・
検
査
を
無
料
・
匿

名
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

㉄
福
島
県
県
南
保
健
福
祉
事
務

所☎
０
２
４
８
・
２
２
・
６
４
０
５

11
月
30
日
は
年
金
の

日
で
す

　

日
本
年
金
機
構
で
は
厚
生
労

働
省
と
協
力
し
、
毎
年
11
月
を

「
ね
ん
き
ん
月
間
」
と
位
置
づ

け
、
国
民
の
皆
様
に
「
ね
ん
き

ん
ネ
ッ
ト
」
を
活
用
し
な
が
ら

高
齢
期
の
生
活
設
計
に
思
い
を

巡
ら
せ
て
い
た
だ
く
日
と
し
て

求人情報
二次元コード

11
月
30
日
（
い
い
み
ら
い
）
を

「
年
金
の
日
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
「
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
」
で
ご
自
身
の
年
金
記

録
や
年
金
見
込
額
を
確
認
し
、

将
来
の
生
活
設
計
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
は
、

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

か
ら
い
つ
で
も
ご
自
身
の
年
金

記
録
を
確
認
で
き
る
ほ
か
、
ご

自
身
の
年
金
記
録
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
条
件
を
設
定
し
た
上
で
、

年
金
見
込
額
の
試
算
を
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と

連
携
す
る
こ
と
で
、
国
民
年
金

（
第
１
号
被
保
険
者
）
加
入
等

の
電
子
申
請
や
確
定
申
告
で
利

用
可
能
な
控
除
証
明
書
等
の
電

子
デ
ー
タ
の
取
得
が
で
き
ま
す
。

　

ご
利
用
方
法
等
に
つ
い
て
は
、

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
s
://w

w
w

.n
e
n
k
in

.

g
o
.jp

/n
_
n
e
t/

）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
令
和
７
年
度
の
「
年

金
の
日
」（
11
月
30
日
）
は
日

曜
日
で
す
が
、
分
室
を
除
く
、

全
て
の
年
金
事
務
所
で
年
金
相
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環
境
創
造
セ
ン
タ
ー

10
周
年
記
念
イ
ベ
ン

ト
～
ふ
く
し
ま
ミ
ラ

イ
フ
ェ
ス
～

　

環
境
創
造
セ
ン
タ
ー
は
、
今

年
10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
環

境
創
造
セ
ン
タ
ー
の
10
年
間

の
取
組
を
振
り
返
る
と
と
も

に
、
県
民
一
人
ひ
と
り
が
こ
れ

か
ら
の
本
県
の
復
興
・
再
生
に

向
け
て
取
り
組
む
べ
き
こ
と

に
つ
い
て
、
11
月
15
日
㈯
に

Q
u
izK

n
o
c
k

の
伊
沢
拓
司
さ
ん

を
ゲ
ス
ト
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
に

お
迎
え
し
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
11
月

16
日
㈰
に
は
市
岡
元
気
先
生
の

サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
を
実
施
い

た
し
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
水
素
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
動
く
電
車
や
は
た
ら
く

ク
ル
マ
、
ア
ク
ア
マ
リ
ン
の
移

動
水
族
館
、
環
境
創
造
セ
ン

タ
ー
連
携
機
関
が
出
展
す
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
学
べ

て
楽
し
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
盛

り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
。

　

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

談
を
実
施
し
ま
す
。

職
業
訓
練
で
ス
キ
ル

ア
ッ
プ

　

再
就
職
へ
の
ス
テ
ッ
プ
と
し

て
、
職
業
訓
練
に
よ
る
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
提
案
、
就
職
支
援
を
行

い
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
や
事
務
、

介
護
、
製
造
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
の
コ
ー
ス
が
あ
り
、
受

講
料
は
無
料
（
一
部
教
材
費
な

ど
に
つ
い
て
は
自
己
負
担
）
で

す
。
新
し
い
仕
事
へ
の
第
一
歩

と
し
て
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

　

詳
し
い
内
容
や
訓
練
の
申
込

方
法
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
白
河
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

㉄
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
白
河
職
業
相

談
部
門

☎
０
２
４
８
・
２
４
・
１
２
５
６

◆
日
時　

11
月
15
日
㈯

　
　
　
　
　
　

16
日
㈰

　
　
　
　

９

：

00
～
17

：

00

◆
会
場　

�

福
島
県
環
境
創
造
セ

ン
タ
ー
交
流
棟
「
コ

ミ
ュ
タ
ン
福
島
」

◆
参
加
料　

無
料

㉄
環
境
創
造
セ
ン
タ
ー
10
周
年

記
念
イ
ベ
ン
ト
事
務
局

☎
０
２
４
・
９
８
３
・
３
４
９
８

募
　
　
集

陸
上
自
衛
隊
高
等
工

科
学
校
生
徒
募
集
試

験
の
お
知
ら
せ

　

入
校
と
同
時
に
、
特
別
職
国

家
公
務
員
に
な
り
、
通
信
制
の

高
等
学
校
教
育
を
受
け
な
が
ら

将
来
、
自
衛
隊
の
技
術
陸
曹
を

養
成
す
る
制
度
で
す
。

【
一
般
採
用
試
験
】

◆
受
験
資
格

　

15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子

◆
受
付
期
間

　

令
和
７
年
10
月
１
日
㈬
～

�

令
和
８
年
１
月
15
日
㈭

◆
１
次
試
験

・
日
時

　

令
和
８
年
１
月
24
日
㈯

　
　
　
　
　
　
　

25
日
㈰

　

※�

い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ

れ
ま
す
。

・
試
験
科
目

　

�

５
教
科
（
国
・
数
・
英
・
理
・

社
）
及
び
作
文
（
30
分
、
500

字
程
度
）

◆
２
次
試
験

・
日
時

　

�

１
次
試
験
合
格
者
に
の
み
案

内
・
試
験
科
目

　

口
述
試
験
・
身
体
検
査

【
推
薦
採
用
試
験
】

◆
受
験
資
格

　

15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子

◆
受
付
期
間

　

令
和
７
年
10
月
１
日
㈬
～

�

11
月
28
日
㈮

◆
試
験
日

　

令
和
８
年
１
月
10
日
㈯
～

�

12
日
㈪

　

※�

い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ

れ
ま
す
。

◆
試
験
会
場

　

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

　

（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）

　

�

他
５
駐
屯
地
（
札
幌
・
仙
台
・

守
山
・
伊
丹
・
福
岡
又
は
健

軍
）

◆
試
験
科
目

　

�

口
述
試
験
・
学
科
試
験
・
作

文
（
30
分
）・
身
体
検
査

㉄
自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

白
河
地
域
事
務
所

☎
０
２
４
８
・
２
４
・
０
３
７
２

厚生労働省
福島労働局
ホームページ

ホームページ
はこちら
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　消防庁では、火災の発生しやすい時季を迎えるにあたり、国

民一人ひとりの防火意識を高め、火災の発生を防止するため、

『秋季全国火災予防運動』を１１月９日（日）から１５日（土）

に実施します。

　住宅用火災警報器の寿命は、約１０年が目安です。この期間

に住宅用火災警報器を点検し、故障・老朽化した機器は交換し

ましょう。

◎実施期間

　１１月９日（日）から１１月１５日（土）までの７日間

◎全国統一防火標語

　２０２５年度

◎住宅防火　いのちを守る　１０のポイント　－４つの習慣・６つの対策－

　・４つの習慣

　　１　寝たばこは絶対にしない、させない。

　　２　ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。

　　３　コンロを使うときは火のそばを離れない。

　　４　コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く。

　・６つの対策

　　１　�火災の発生を防ぐために、ストーブやコンロ等は安全装置の付

いた機器を使用する。

　　２　火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を定期的に点検し、１０年を目安に交換する。

　　３　火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、寝具、衣類及びカーテンは、防炎品を使用する。

　　４　火災を小さいうちに消すために、消火器等を設置し、使い方を確認しておく。

　　５　お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と避難方法を常に確保し、備えておく。

　　６　防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、地域ぐるみの防火対策を行う。

矢吹消防署

泉崎中島分署

☎0248-53-2978

『急ぐ日も 足止め火を止め 準備よし』

広報

いずみざき 22



いずみちゃんと学ぶ  泉崎 のコト
まな いずみざき

総 務 課
☎５３・２４０９～知

し

っていますか？介
かいごほけんじぎょうけいかく

護保険事業計画のこと～

　介
か い ご ほ け ん じ ぎ ょ う け い か く

護保険事業計画とは、介
か い ご ほ け ん ほ う

護保険法第
だい

１１７条
じょうだい

第１項
こう

に基
もと

づき策
さくてい

定される

介
か い ご ほ け ん

護保険の運
うんえいけいかく

営計画のことを指
さ

します。介
か い ご ほ け ん せ い ど

護保険制度は、社
しゃかいぜんたい

会全体で介
か い ご

護を

支
ささ

え合
あ

うという理
り ね ん

念に基
もと

づき、介
か い ご り よ う し ゃ

護利用者の選
せんたく

択により保
ほ け ん

健・医
いりょう

療・福
ふ く し

祉に

わたる介
か い ご

護サービスが総
そうごうてき

合的に利
り よ う

用できるようにしようとするものです。

　介
かいごほけんじぎょうけいかく

護保険事業計画は、高
こうれいしゃかい

齢社会に総
そうごうてき

合的に対
たいおう

応するむらづくりや村
そんみんかつどう

民活動との連
れんけい

携の指
し し ん

針となる

高
こうれいしゃほけんふくしけいかく

齢者保健福祉計画と一
いったいてき

体的に策
さくてい

定されます。

　泉
いずみざきむら

崎村では、介
かいごほけんりょう

護保険料の見
み な お

直し等
など

を含
ふく

め３年
ねん

ごとに介
か い ご ほ け ん じ ぎ ょ う け い か く

護保険事業計画を定
さだ

めており、令
れ い わ

和６

年
ね ん ど

度から令
れ い わ

和８年
ね ん ど

度は介
かいごほけんじぎょうけいかく

護保険事業計画の第
だい

９期
き

にあたります。

介
か い ご ほ け ん じ ぎ ょ う け い か く

護保険事業計画ってなに?Ｑ

A

過か

こ去
の
記き

じ事
は
こ
こ
か
ら
！

建築工事などその他
☆お気軽にご相談ください。

◆福島県最低賃金は、常用、臨時、パートタイマー、アルバイト等の名称に関わらず、福島県内のすべての労

働者に適用され、使用者はその金額以上を支払わなければなりません。

　最低賃金には、次の賃金は算入されません。

　・精皆勤、通勤、家族手当

　・時間外、休日の割増賃金及び深夜手当

　・臨時に支払われる賃金、１か月を超える期間ごとに支払われる賃金

　詳しくは、福島労働局労働基準部賃金室（☎０２４・５３６・４６０４）又は各労働基準監督署へお問い合

わせください。

◆賃金の改定に対応して引き上げを行う場合には、「賃上げ」支援助成金等の各種施策をご利用ください。

　詳しくは、福島労働局雇用環境・均等室（☎０２４・５３６・２７７７）又は職業対策課（☎０２４・

５２９・５４０９）へお問い合わせください。

～福島県最低賃金が令和８年１月１日から変わります～

時間額　１，０３３円

広報
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20
（木）

よい子の発表会予行、弁当の日
校外学習(６年）

延長窓口(役場 １７：１５～１９：００)

21
（金）

●可燃ごみ■不燃ごみ

2222
（土）（土）

2323
（日）（日）

休日窓口(役場 ８：３０～１２：００)
　　　　(社協 ８：３０～１２：００)

2424
（月）（月）

25
（火）

１歳児・２歳児健康相談
休館日
貯筋会

延長窓口(役場 １７：１５～１９：００)
●可燃ごみ

26
（水）

甲状腺検査(２・３年）
つながるカフェ
キッズ英会話教室、異文化交流カフェ

▲資源ごみ

27
（木）

延長窓口(役場 １７：１５～１９：００)

28
（金）

成人学級
休館日

●可燃ごみ

2929
（土）（土）

よい子の発表会
矢祭駅伝

休肝日

3030
（日）（日）

休日窓口(役場 ８：３０～１２：００)
　　　　(社協 ８：３０～１２：００)

10
（月）

休館日

11
（火）

歯科クリニック(フッ素塗布）
貯筋会

延長窓口(役場 １７：１５～１９：００)
●可燃ごみ

12
（水）

手作り弁当の日
校外学習(１年）
期末テスト
出前元気はつらつ教室全体交流会
キッズ英会話教室、異文化交流カフェ

▲資源ごみ

13
（木）

つながるカフェ(関和久宿集会所）
就学時健康診断(～１１/１４）
薬物乱用防止教室(３年）

延長窓口(役場 １７：１５～１９：００)

14
（金）

校外学習(３年）
●可燃ごみ

1515
（土）（土）

そば打ち教室

1616
（日）（日）

第３７回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会
休日窓口(役場 ８：３０～１２：００)
　　　　(社協 ８：３０～１２：００)

17
（月）

休館日

18
（火）

なかよしクラブ
文化祭表彰式
貯筋会

延長窓口(役場 １７：１５～１９：００)
●可燃ごみ

19
（水）

学力向上推進共同授業研究会
異文化交流カフェ

▲資源ごみ◆粗大ごみ戸別収集

今 月 の 行 事　　【11月10日～12月９日】

★「小児平日夜間救急医療事業」～白河医師会の小児科医が通常の診療後に交代で診療します～　※受診前に必ず電話してください。
　・対象者：中学生（１５歳）以下の子ども　・診療日：平日（月曜日・火曜日・木曜日）
　・受付時間：１９：１５～２１：１５　　　・診療場所：白河厚生総合病院　小児科外来　☎０２４８－２２－２２１１

■ 内科・外科

※急患のための制度です。［診療時間　9時～17時］
※休日当番医は急遽変更になる場合もありますので、受診前の確認をお勧めします。

■ 小児科
月の休日当番医

■ 歯科
16（日） わ た な べ 子 ど も ク リ ニ ッ ク

☎21-2166（白河市老久保）
小 﨑 内 科 医 院
☎23-3765（白河市愛宕町）

鈴 木 歯 科 医 院
☎32-2029（白河市表郷金山）

23（日） か ん の 小 児 科 ク リ ニ ッ ク
☎21-8500（西郷村小田倉）

あ り が ク リ ニ ッ ク
☎21-1311（白河市北中川原）

す ず き 歯 科
☎44-5555（矢吹町八幡町）

24（月） ね も と キ ッ ズ ク リ ニ ッ ク
☎21-5623（白河市立石山）

大 高 整 形 外 科
☎23-9988（白河市昭和町）

た ま ち 歯 科 医 院
☎44-4889（矢吹町田町）

30（日） す ず き 内 科 ク リ ニ ッ ク
☎24-4114（白河市森の内）

い が ら し 内 科 ク リ ニ ッ ク
☎21-9111（白河市老久保）

秋 山 歯 科 医 院
☎34-3741（白河市東深仁井田）

7（日） 樋 口 小 児 ク リ ニ ッ ク
☎42-2040（矢吹町大久保）

か ね こ ク リ ニ ッ ク
☎24-3111（西郷村道南東）

ひ ま わ り 歯 科 医 院
☎23-5991（白河市関辺）

11／

12／

11

12/1
（月）

介護保険料第５期納期限
国民健康保険税第５期納期限
後期高齢保険料第４期納期限
固定資産税第３期納期限
集落排水使用料第４期納期限
村営住宅使用料１１月分納期限

振替休業日、預かり保育実施
休館日

2
（火）

個別懇談(～１２/９）
クック＆クッキング
貯筋会

延長窓口(役場 １７：１５～１９：００)
●可燃ごみ

3
（水）

キッズ英会話教室、異文化交流カフェ
▲資源ごみ◆粗大ごみ戸別収集

4
（木）

校外学習(３年）
延長窓口(役場 １７：１５～１９：００)

5
（金）

租税教室(３年）
●可燃ごみ■不燃ごみ

66
（土）（土）

子ども教室

77
（日）（日）

成人式実行委員会
休日窓口(役場 ８：３０～１２：００)
　　　　(社協 ８：３０～１２：００)

8
（月）

休館日

9
（火）

生徒会役員選挙立会演説会・投票
貯筋会

休肝日
延長窓口(役場 １７：１５～１９：００)
●可燃ごみ

※行事につきましては新型コロナウイルス感染症対策の為、急遽中止・延期となる場合があります。あらかじめご了承ください。
※学校関係の行事は、年度当初の予定を記載しています。

会場：　幼稚園　 　第一小学校　 　第二小学校　　 中学校　　 保育所　　 児童館　　 保健センター　　 防災センター　　 公民館
　　　　資料館　 　図書館　　　トレーニングセンター　　　弓道場　　　ソフトボール場　　　さつき野球場

TEL&FAX  0248-21-5143
〒969-0103　泉崎村大字北平山字下原25-1

白河装美白河装美ハウスクリーニング

お客様の喜び
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基準日 世帯数
（戸）村の人口（人）

10月１日
現　　在

男 2,911
5,856 2,157

女 2,945

９月１日
現　　在

男 2,911
5,859 2,154

女 2,948
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Coupon 11

日帰り入浴　１００円割引券

●１枚につき１名１回限り有効　●併用、換金不可

11Coupon

日帰り入浴　１００円割引券
有効期限：2025.12.31有効期限：2025.12.31

●１枚につき１名１回限り有効　●併用、換金不可

11Coupon
泉崎さつき温泉

（泉崎カントリーヴィレッジ）
☎0248－53－4211

泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）

☎0248－53－4211

泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）

☎0248－53－4211

日帰り入浴　１００円割引券
有効期限：2025.12.31

●１枚につき１名１回限り有効　●併用、換金不可



　９月２０日（土）泉崎保育所のホールにて、２歳児による親子運動会が行われました。開会式では、少し

緊張した表情や恥ずかしがる姿も見られましたが、「うんどうかいのうた」を元気に歌うことができました。

　クラス対抗リレー、玉入れ、宝ひろいでは、この日のために繰り返し練習をし、当日も楽しんで競技に参

加することができました。今年は、保護者による玉入れやその後の玉の片付け競争が行われ、子どもたちか

らも元気な声援が送られました。最後の親子競技「マリオカート」では、保護者と触れ合いながら競技に参

加し、とても嬉しそうでした。

　保護者の皆さん、温かいご声援と手作りフラッグ制作のご協力ありがとうございました。

泉崎保育所「親子運動会」

　子供の頃、親戚一同が集まると父親
が蕎麦を打ち、宴会になり、その度に
蕎麦が食されていました。当時は各農
家に鶏が飼育されていたので、その度
に鶏もいなくなり出汁にされていまし
た。
　当時の蕎麦は、黒く・太く・短く・
シャリシャリ食感でした。みんなが喜
んで食べているのが、子供心に不思議
でした。私にとってはあまり好きな蕎
麦ではなく、汁を多くくださいとお願
いしながら食べた記憶があります。大
人になり、手打ち蕎麦を食べる機会が
ありましたが、あまり積極的には食べ
ていませんでした。
　ある時、白くて長い蕎麦を見まし
た。目の前での蕎麦打ちがかっこよく
見えたということもあり、興味が湧い

て食べてみると昔のイメージが一転し
て、これはなんと美味しい蕎麦なんだ
と感銘しました。その時に自分で打つ
ともっと美味しい蕎麦が食べられると
言われ、蕎麦打ちの世界に入りました。
　しかしながら、手打ち蕎麦は奥が深
く、打ち方はもちろん、粉の割合、伸
ばし方、切り方、出汁の作り方、さら
に各地区の文化のようなこだわりがあ
り、正に百人百様の技法を用いて蕎麦
打ちが存在していることを知りました。
どの技法も正解であり、こだわりがあ
ります。
　今後も家族や知り合いに食べてもら
うために、玄蕎麦の生産から製粉をし
て、食べる方の希望にあった蕎麦を作
ることができるよう努力を続けたいと
思います。

次回、菊地　英美さんに

バトンタッチ！

297297リレートーク 穂積　俊一（字別所）

Happy Birthday
は っ ぴ い 　 ば あ す で い

今月１歳の誕生日
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